


























 

平成３０年度 希望が丘地区センター自己評価表 

目標

設定

の 視 

点 

計画内容及び運営目標 
計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利用 

者 

サー 

ビス 

◎利用者ニーズの把握 

利用者アンケートを実施し、１００件以上を目標に意見を回収します。 

利用者アンケートの満足度を前年より上回ることを目標とします。（スタッフの

対応、館の清掃） 

自主事業アンケートを実施し、自主事業の満足度や意見を調査します。 

声のポスト(ご意見箱)を常設し、利用者からの意見や要望・苦情等を受付けます。 

利用者代表を集めて利用者会議を開催します。 

◎利用者サービス向上の取組 

空室情報の更新や予約状況の変更・取消の迅速なアップデートを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

  

業務 

運営 

 

◎緊急時の対応 

「緊急時対応マニュアル」を随時改訂・整備し、職員への周知及び対応訓練を行

います。 

◎利用促進策 

会員募集を支援するため掲示板やＨＰ、地区センター便り等で積極的にサークル

をＰＲします。 

サークルを自由に見学し体験入会もできるオープンディ月間を実施します。 

世代間交流で楽しめる「農業体験」や「子供将棋講座」等を実施します。 

来館者が自由参加で楽しめる季節の行事（書初め・ひな祭り・七夕など）をロビ

ーで実施します。 

多目的広場のバスケットゴールを活用し、小中高校生の利用促進を図ります。 

◎年間利用者数 

 利用促進策を積極的に進め、年間利用者数１３万人以上を目指します。 

◎市内中小企業優先発注 

備品・消耗品等の購入や清掃・修繕・警備・設備保守等の業務委託は市内企業へ

優先的に発注します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

職員 

育成 

◎研修の実施 

職員・スタッフを対象とした、顧客満足度向上研修、個人情報保護に関する研修、

救急救命講習会、防災訓練、人権研修などを計画的に実施します。 

 

   

財務 

◎増収策 

自販機等を増設し、災害時の飲料確保や利用者サービス向上に加えて、増収を図

ります。 

◎経費の削減策 

 備品購入時や委託業者選定では、事務局一括で見積もり合せを行い、前年度以下

にコストを抑制します。 

 節電に努めるとともに電力契約を見直すことで年間２％（４万円）以上の経費削

減を図ります。 

 

   

その 

他 

◎旭区制５０周年に向けた施策 

協会内のプロジェクトを通して、プレイベントを実施するとともに、50 周年記

念事業の取組を企画立案してまいります。 

地区センターまつり等のイベントではあさひ君の着ぐるみを活用し、来場者へア

ピールします。 

館内案内には「あさひくん」のイラストを用います。 

「あさひくん」グッズを積極的に販売するとともに、スタッフ用の制服などにも活

用します。 

 

   

利用 

者等 

の意 

見 

◎利用者等の意見の把握方法 

利用者会議、アンケート調査、常設の投稿箱、受付での聴取 

◎意見、要望に対する対応  
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